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■ふるさと納税とは
　「ふるさと納税」とは、応援したい自治体に寄附ができる制度で、寄附金のうち2,000円を超える分について
は、一定の限度まで所得税、住民税の控除が受けられます。
■令和５年度寄附実績と使い道
　令和５年度におけるふるさと納税の寄附実績は、1万5,989件、2億8,709万4,400円となりました。このうち
令和４年８月９日の豪雨災害支援分として、令和５年４月から７月までの期間、ふるさと納税を通して49件、6万
6,000円の寄附金が全国から寄せられました。（令和４年８月からの総額：557万5,000円）
　寄附金は、「あじがさわ未来応援基金」として積み立て、「産業の振興」「教育文化の発展」「健康福祉の増進」
「自治体にお任せ」「鰺ヶ沢高校応援プロジェクト（令和５年度追加）」の５つの中から寄附者が選んだ「使い道」
に関連した事業に充当して活用していくこととしています。
　なお、次ページで紹介する事業のほかにも、農林・水産・商工・観光振興事業、小中学校教育振興事業、そして
乳幼児・子ども医療費助成事業など多くの取組に活用しています。詳しくは、町ホームページのふるさと納税ペー
ジをご覧ください。
■プロモーション強化の取組
　町では、当町応援者の増加を目指して、ふるさと納税ポータルサイトの追加と各サイトのページ内容の充実、返
礼品提供事業者と返礼品の増加による在庫の充実を図ってきました。
　これからも、ふるさと納税を通じて地域の魅力や誇れる町の特産品をＰＲし、地域の活性化につなげていきます。
　生産者・事業者のみなさん、ふるさと納税に返礼品を提供してみませんか？

～令和５年度ふるさと納税寄附実績報告～
全国の鰺ヶ沢ファンから

１万５千件超、２億8,700万円の支援！

あじがさわ未来応援基金（ふるさと納税）URL https://www.town.ajigasawa.lg.jp/gyosei_jyoho/hurusato/miraiouenkikin.html

あなたの作る“あじがさわブランド”を全国へ一緒にPRしませんか？
～返礼品提供事業者を募集しています～

◆返礼品を提供する３つのメリット
新たなファンの獲得！
全国の寄附者に自身の商品をPR
することで、新たな顧客（ファン）
の獲得を目指すことができます。

全国へPRできる！
町が提携するふるさと納税ポータルサイ
トに商品の画像や商品名、事業者名が掲
載されるため、広告効果が期待できます。

返礼品以外もPRできる！
寄附者へ返礼品を発送する際に、
自社パンフレットなどを同封し、
返礼品以外の商品もPRできます。

◆返礼品を提供できるかチェックしてみてください！
①返礼品提供事業者について（以下の２つとも該当する方は②へ）
□ 原則として、鰺ヶ沢町内に事業所などがある法人・団体・個人事業者であること
□ 各種法令規則などを順守した生産、製造、加工、販売、サービスの提供を行っていること
②返礼品について（いずれかに該当する返礼品を提供できる方は③へ）
□ 鰺ヶ沢町内で生産、製造、加工、サービスの提供を行っているもの

□ 原材料の主要な部分が鰺ヶ沢町内で生産された加工品、工程の主要な部分を鰺ヶ沢町内で行うことにより
相応の付加価値が生じている加工品、または、鰺ヶ沢町のPR目的で生産されたオリジナルの品など

③その他（上記のほか、下記の２つに該当する方は返礼品を提供できます）

□ 鰺ヶ沢町ふるさと納税（未来応援基金）ホームページ等のメディアへ掲載のため、事業者や返礼品に関す
る情報（画像、動画等含む）を提供可能であること

□ 年間を通じて安定的な供給が可能で、適切な発注対応ができること（季節の品などはこの限りではありません）

「話だけでも聞いてみたい」「返礼品の提供に興味がある」という方は、お気軽に下記までご相談ください。
� 問企画観光課　観光商工班（☎82－0923）
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問企画観光課　観光商工班（☎82－0923）

令和５年度鰺ヶ沢町ふるさと納税寄附金（あじがさわ未来応援基金）の活用
　令和５年度は、次の60事業に１億4,230万円の寄附金が活用されました。
　毎年度、全国から寄せられたふるさと納税寄附金を活用して、多くの事業に取り組んでいます。

使途区分 充当事業

産業の振興
16事業
4,910万円

サイト管理事業（あじがさわぐ、あじ行く？、ココシル）、食イベント開催、町産品PR事
業、モデル地区にぎわい創出事業、農業収入保険助成事業（補助金）、果樹共済加入促進事
業（補助金）、有害鳥獣対策電気柵（助成金）、元気な浜づくり推進事業（助成金）、水産振
興事業（補助金）、商工振興事業（補助金）、観光振興事業（ポスター等作成、SNS広告）、
JR津軽重販キャンペーン、町観光協会実施事業（補助金）

教育文化の発展
16事業
2,760万円

校外行事等における教育バス運行事業、登下校時における教育通学バス運行事業、ICT教育
推進事業（環境整備、備品購入）、小学校教育振興事業（デジタル教科書購入、芸術鑑賞、
タブレット教材、備品購入）、中学校教育振興事業、文化財保護事業、教育委員会所管文化
施設管理事業（ボタン園管理、支障木伐採）、県民駅伝競走大会出場（助成金）、町スポーツ
協会活動費補助事業、県民体育大会選手派遣（助成金）

健康福祉の増進
13事業
3,745万円

福祉バス運行委託事業、幼児体力づくり教室開催事業、乳幼児医療費助成事業、子ども医療
費助成事業、ひとり親家庭等医療費助成事業、子ども・子育て支援事業、病後児保育事業、
子ども家庭総合支援拠点事業、放課後ルーム事業、母子支援センター事業、乳児すこやか支
援事業（おむつ助成）、予防接種対策事業（子宮頸がん、インフルエンザ）

自治体にお任せ
８事業
1,210万円

鰺ヶ沢まちづくり応援補助金、赤石渓流線環境美化事業、津軽圏域DMO津軽（負担金）、
環白神エコツーリズム推進協議会（負担金）、地域公共交通対策事業、西つがる３市町地球
温暖化対策実行計画策定（負担金）、海の駅改修（負担金）、新設海浜公園監視塔移設事業

鰺ヶ沢高校応援プロジェクト　２事業　510万円　※この他、企業版ふるさと納税寄附金も充当
災害支援事業　５事業　1,095万円　※令和４年度3,900万円

健康福祉の増進「幼児体力づくり教室の開催」 鰺ヶ沢高校応援プロジェクト「通学バスの運行」

産業の振興「食イベントの開催」※写真は肉のフェスティバル 教育文化の発展「県民駅伝競走大会出場」
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歳入合計　８８億９,７１７万円　　※〈　〉は主な収入源　
町　　　　税� ８億４,９１９万円
〈住民税など皆さんに納めていただいたお金〉

地方譲与税 � ７ , ５１３万円
〈国税の一部を譲り受けたお金〉

地方消費税交付金� ２億１,９２８万円
〈消費税のうち地方に交付されたお金〉

地方交付税 � ３７億３,４７７万円
〈国から交付されたお金〉

国庫支出金 � １５億４,８９３万円
〈特定の事業を行うために国から受けた補助金など〉

県  支  出  金� ５億４,５３１万円
〈特定の事業を行うために県から受けた補助金など〉

町　　　　債� ６億　 ２６０万円
〈特定の事業を行うために国などから借り入れたお金〉

そ　 の 　他� １３億２,１９６万円
〈使用料や手数料などのお金〉

歳出合計　８３億７,７２６万円　　※〈　〉は主なお金の使い道　
議　 会　 費� ６,３６６万円
〈議員の報酬や、議会の運営に要したお金〉

総　 務　 費� １８億８,６７３万円
〈町の総括的な事務事業などに要したお金〉

民　 生　 費� ２１億８,２６４万円
〈子どもや高齢者、障がい者福祉に要したお金〉

衛　 生　 費� ６億９,６８５万円
〈各種健診やゴミ処理などに要したお金〉

労　 働　 費� １１６万円
〈勤労者体育館などの維持に要したお金〉

農林水産業費� ３億７,７１７万円
〈農業、林業、水産業振興に要したお金〉

商　 工 　費� ９,７３３万円
〈商工業や観光振興に要したお金〉

土　 木　 費� ７億４,５５９万円 〈道路や町営住宅などの整備、維持管理に要したお金〉

消　 防　 費� ５億２,３４３万円 〈消防や防災事業に要したお金〉

教　 育　 費� ４億８,０５２万円 〈小中学校運営や社会教育活動などに要したお金〉

公　 債　 費� ８億３,８７９万円 〈借入金（借金）の返済に充てたお金〉

災害復旧費 � ４億８,３３９万円 〈災害で被害を受けた施設を復旧するために要したお金〉
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◆一般会計決算
《一般会計とは？》

　福祉や教育、道路整備な

ど、町政運営の基本となる

会計のことです。

（歳出内訳グラフ）

（歳入内訳グラフ）

※決算額をわかりやすくするために「万円」単位で表しています。

《一般会計》

◆歳入総額
　88億9,717万円
◆歳出総額　
　83億7,726万円

国庫支出金
17.4％

地方消費税交付金 2.5％

地方交付税
42.0％

県支出金
6.1％

その他
14.9％

地方譲与税 0.8％

町債 6.8％
町税
9.5％

議会費 0.8％

衛生費 8.3％
労働費 0.0％

商工費 
1.2％

土木費
8.9％

消防費 6.2％
教育費 5.7％

予備費 0.0％

総務費
22.5％

民生費
26.1％

公債費 
10.0％

農林
水産業費
4.5％

災害復旧費
5.8％
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令和５年度 一般会計の主な取組
▼総務費�
　つがる西北五広域連合負担金� ４億3,228万円
　コミュニティバス運行業務委託料�１億3,539万円
▼民生費�
　子ども医療費助成事業� 2,391万円
　障害福祉サービス事業� ４億4,724万円
▼衛生費�
　新型コロナウイルスワクチン接種事業� 1,490万円
　廃棄物処理経費� ４億2,365万円
▼農林水産業費�
　中山間地域等直接支払交付金� 6,000万円
　森林航空レーザー計測業務委託金� 2,497万円
▼商工費�
　観光キャンペーン等町負担金� 955万円
　白神山地交流促進施設管理費� 1,164万円
▼土木費�
　除排雪業務委託事業� 8,457万円
　道路橋梁維持・新設改良事業� １億4,520万円
▼消防費�
　消防タンク車購入事業負担金� １億　697万円
　消防団ポンプ積載車� 746万円
▼教育費�
　小中学校運営費（管理費、振興費）� 6,793万円
　就学支援対策事業� 1,066万円
▼物価高騰対策費�
　あじがさわプレミアム商品券発行事業� １億     34万円
　物価高騰対策重点支援給付金� １億3,475万円
▼災害復旧費�
　道路橋梁災害復旧事業� ３億3,105万円
　農地災害復旧事業� 3,461万円
　農業用施設災害復旧事業� 2,013万円
　林業災害復旧事業� 1,031万円
※各項目の金額は、表示単位未満を四捨五入したものです。

鰺ヶ沢さん家の家計簿
　町の決算をより身近に感じていただけるように、町の決算状況を「鰺ヶ沢さん家の家計簿」に例えてお知らせし
ます。町の財政と一般家庭の家計では内容が違うため、単純に比較はできませんが、難しそうと思わずにご覧くだ
さい。１年間の収入（一般会計）は約88億円ですが、年収360万円（１か月30万円）の家計に例えると、次のよう
になります。なお、令和５年度の鰺ヶ沢さん家の家計は21万円の黒字でした。 

　基本給（町税）� 35万円
　手当（使用料、諸収入など）� 16万円
　ボーナス（寄附金、ふるさと納税など）� 12万円
親からの仕送り（地方交付税など）� 249万円
貯金の取崩し（繰入金）� 24万円
銀行からの借入（町債）� 24万円

　収入合計�  360万円

食費（人件費）� 43万円
光熱水費、生活用品など（物件費）� 45万円
医療費・介護費など（扶助費）� 47万円
家の修理など（維持補修費、普通建設事業費）� 46万円
子どもへの仕送り（繰出金）� 37万円
貯金（積立金）� 13万円
ローンの返済（公債費）� 34万円
知人への援助、貸付� 0万円
その他の生活費（補助費等）� 74万円

　支出合計� 339万円
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【歳　　出】 金　　額 割　　合

議 会 費 20万円 ０.１％
総 務 費 ３,527万円 ３.８％
民 生 費 858万円 ０.９％
消 防 費 ８億８,692万円 95.２％

歳出合計 9億3,097万円

◆特別会計決算 《�特別会計とは？》使用料など特定の収入で、特定の事業を行うために、一般会計と
区分した特定事業の会計のことです。

◆企業会計決算 《�企業会計とは？》民間企業と同じように事業収益で賄われ、公営企業法に基づき、
企業経営という観点から、独立して経理をする会計のことです。

【歳　　入】 金　　額 割　　合

分担金及び負担金 ９億２,565万円 96.９％
国 庫 支 出 金 ０万円 ０.０％
繰 入 金 １,300万円 １.３％
繰 越 金 890万円 ０.９％
そ の 他 820万円 ０.９％

歳入合計 ９億５,575万円

特別会計名 歳　入 歳　出 差引額 一般会計からの
繰入金

国 民 健 康 保 険 事 業 13億9,843万円 13億2,184万円 7,659万円 １億5,915万円

農 業 集 落 排 水 事 業 １億6,899万円 １億5,073万円 1,826万円 １億   675万円

小 規 模 水 道 事 業 843万円 588万円 255万円 529万円

公 共 下 水 道 事 業 ４億8,296万円 ３億9,312万円 8,984万円 １億8,566万円

墓 地 公 園 事 業 85万円 78万円 7万円 0万円

介 護 保 険 事 業 15億8,484万円 15億2,032万円 6,452万円 ２億5,109万円

後 期 高 齢 者 医 療 １億5,988万円 １億5,492万円 496万円 6,130万円

水 産 業 振 興 事 業 4,400万円 3,058万円 1,342万円 1,400万円

北 浮 田 財 産 区 15万円 ６万円 ９万円 0万円

長 平 財 産 区 70万円 55万円 15万円 0万円

浜 横 沢 財 産 区 7万円 6万円 1万円 0万円

中 村 財 産 区 15万円 8万円 7万円 0万円

舞 戸 財 産 区 152万円 122万円 30万円 0万円

　　　　　　　　　　水道事業における収益的収支とは、水道事業の管理運営に要する経費のことで、収入は皆
さんから徴収した水道料金などです。支出は、職員の給与や施設の維持管理などに充てられています。
　資本的収支とは、施設の建設・整備に要する経費のことで、収入は、施設建設や整備に要する企業債などの借
入金、支出は企業債借入金の返済に充てられています。
　令和５年度決算では資本的収支が１億1,745万円不足となったため、当年度分消費税及び地方消費税資本的収
支調整額556万円、当年度分損益勘定留保資金8,354万円及び繰越利益剰余金処分額2,835万円で補填しました。
� （※各項目の金額は、表示単位未満を四捨五入したものです。）

◆水道事業 　

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差 引 額

収 益 的 収 支 ２億６,573万円 ２億４,913万円 １,660万円

資 本 的 収 支 １億６,704万円 ２億８,449万円 △１億１,745万円

令和５年度　鰺ヶ沢地区消防事務組合会計決算

◎水道事業の会計
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【歳　　入】 金　　額 割　　合

分担金及び負担金 ７億７,362万円 79.１％
国 庫 支 出 金 １億４,624万円 14.９％
使用料及び手数料 ２,313万円 ２.４％
繰 越 金 ３,449万円 ３.５％
そ の 他 123万円 ０.１％

歳入合計 ９億７,871万円

【歳　　出】 金　　額 割　　合

議 会 費 46万円 ０.１％
総 務 費 ４,084万円 ４.４％
民 生 費 50万円 ０.１％
衛 生 費 ８億２,712万円 90.４％
公 債 費 ４,600万円 ５.０％

歳出合計 ９億１,492万円

令和５年度　西海岸衛生処理組合会計決算

◆健全化判断比率について� 　
項　目 説　　明 Ｒ５ 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 一般会計など（普通会計）赤字の程度を指標化 ― 15.00％ 20.00％
連結実質赤字比率 すべての会計を合算し、赤字の程度を指標化 ― 20.00％ 30.00％
実質公債費比率 借入金の返済額などの大きさを指標化 14.２％ 25.0％ 35.0％
将 来 負 担 比 率 一般会計の借入金など将来支払う可能性がある負担額を指標化 142.１％ 350.0％
※普通会計の実質赤字及び、すべての会計を合わせた連結実質赤字はありませんでした。

【健全化判断比率４つの指標の推移】� 　
Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

実 質 赤 字 比 率 － － － － － － － － － －
連結実質赤字比率 － － － － － － － － － －
実質公債費比率 18.5％ 16.9％ 15.6％ 14.7％ 14.6％ 14.6％ 14.5％ 14.1％ 14.1％ 14.2％
将 来 負 担 比 率 225.3％ 196.5％ 205.5％ 188.1％ 187.8％ 184.7％ 190.0％ 155.9％ 144.9％ 142.1％

◆資金不足比率について� 　
公営企業の名称 説　　明 Ｒ５ 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計
公営企業の資金不足を、料金収入の規模と比較して
指標化

―
20.0％公共下水道事業特別会計 ―

農業集落排水事業特別会計 ―
※すべての公営企業会計で、資金不足はありませんでした。

令和５年度決算に基づく鰺ヶ沢町財政健全化判断比率などを公表します

令和５年度決算 地方消費税交付金（社会保障財源化分）を充てた社会保障施策に要する経費
　平成26年４月１日より消費税率（国・地方）が５％から８％、
令和元年10月1日から10％へ引き上げられたことに伴う、地方消
費税交付金の増収分については、次のとおり社会保障施策の経費
に充てました。

◆地方消費税交付金のうち、
　社会保障財源化分決算額� １億2,451万円

　

事　業　名 令和５年度
決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

国県補助金 その他 地方消費税交付金 その他

1 社会福祉（高齢者、障がい者など） 15億7,729万円 10億6,703万円 １億1,924万円 6,451万円 ３億2,651万円

2 社会保険（国保、後期高齢など） ６億   932万円 １億3,237万円 15万円 3,000万円 ４億4,680万円

3 保健衛生（予防、母子保健など） ６億2,176万円 3,449万円 6,400万円 3,000万円 ４億9,327万円

合　　計 28億   837万円 12億3,389万円 １億8,339万円 １億2,451万円 12億6,658万円
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第32回青森県民駅伝競走大会～健脚でつなげ郷土の和と心～
　９月１日、青森市で「第32回青森県民駅伝競走大会」が開催され、県内40市町村のランナーが健脚を競い合い
ました。鰺ヶ沢町からは下記の９名の選手が出場し、補欠選手、監督、コーチ、スタッフらが一丸となり、町の部
18位、総合順位32位の成績を収めました。

総合タイム　１時間43分39秒　総合　第32位（全40市町村）　町の部　第18位（全22町）
第１区　伊　藤　　　楓
� （鰺ヶ沢中学校２年）
　区間25位だったので来年はもっと
順位を上げられるように頑張りたいで
す。

　選手たちは最後まで
諦めずに懸命に駆け抜
けました。

第９区　小　山　友　雅
� （鰺ヶ沢中学校１年）
　繰り上げになり一斉スタートでタス
キをつなぐことはできませんでしたが、
自分の走りはできました。しっかり
ゴールすることができたのでよかった
です。

第８区　長谷川　悠　梨
� （鰺ヶ沢中学校２年）
　久しぶりで緊張していたけれど、自
分なりの走りでベストを尽くせたので
よかったです。来年はもっと完璧な走
りができるように頑張りたいです。

第７区　川　口　泰　知
� （八戸工業大学２年）
　前にいた選手を越すことができず、
タイムももう少し縮められたと思うと
少し悔いが残ります。来年については
出られるよう頑張ります。

第５区　佐　藤　真　維
� （石巻専修大学２年）
　万全の状態で臨むことはできません
でしたが、今の実力が明確になるレー
スでした。今後は現役の走りに少しで
も近づけるよう日々の努力を大切に
し、鰺ヶ沢町をまた入賞へと導ける選
手に戻れるよう頑張ります。

第４区　紀　本　柊　太
� （木造高等学校２年）
　２㎞までは自分の思うような走りが
できましたが、それ以降は思うような
走りができず悔しい気持ちです。来年
はもっと力をつけ、町の部入賞に貢献
できるような選手になって帰って来た
いと思います。

第３区　佐　藤　　　葵
� （西海小学校４年）
　初めて駅伝に出ましたが、もっと前
から全力を出せたと思います。また来
年も出たいです。

第２区　三　上　拓　真
� （舞戸小学校４年）
　タスキが渡ってから２人抜いて順位
を上げられてよかったです。５年生で
も頑張ります。

第６区　井　上　稟　凰
� （鰺ヶ沢中学校３年）
　今回初めて駅伝に出て繰り上げス
タートにならずにタスキを繋げられた
のでよかったです。
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　８月17日、赤石芸能保存会（世永良貴会長）が、みなみ保
育園（加藤恵理子園長）の園児を含む総勢約50名で「赤石ね
ぷた」を運行しました。ねぷたは、閉園した鰺ヶ沢こども園か
ら譲り受けたもので、今年はねぷた絵を張り替えて、園児たち
も絵の一部を描きました。
　参加者が「ヤーレヤーレ、ヨーイヤッサ」の掛け声とともに
赤石ねぷたを引きながら赤石町内を練り歩くと、その様子を見
守る沿道の観客は笑顔で拍手を送っていました。

赤石芸能保存会が赤石ねぷたを運行

　８月16日、「鰺ヶ沢町戦没者追悼平和祈念献花」が中央公民
館で実施され、遺族や関係者25名が献花に訪れました。
　平和祈念献花は、祖国の平和と発展を願い犠牲となられた
方々を心から追悼し、尊い犠牲を無にすることが無いよう、世
界恒久平和を祈念することを目的として実施しているものです。
　終戦から79年、関係者たちは、献花台に花を手向け、戦没
者の御霊に祈りを捧げました。

世界恒久平和を祈念　鰺ヶ沢町戦没者追悼平和祈念献花を実施

　８月21日、鰺ヶ沢スイミングクラブ（山形宏会長）に所属
する工藤悠斗君（西海小５年）が、８月22日から東京都で開
催される全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技
大会の出場報告のため表敬訪問しました。
　工藤君は、７月に開催された同大会の予選会（短水路）で
29秒88をマーク、県水泳連盟Ａ級大会（長水路）で30秒01を
マークし、大会の参加標準記録を突破しています。
　阿彦教育長は「気持ちで負けずに自分の力を精一杯出して頑
張ってほしい」と激励し、工藤君は「自己ベスト更新と決勝進
出を目標に頑張りたい」と話していました。

全国JOC夏季水泳出場　工藤悠斗君が表敬訪問

　８月１日、町遺族連合会鰺ヶ沢支部の菊谷三朗支部長が町役
場を訪れ、支部活動費131,495円を町に寄附し、平田町長に目
録を贈呈しました。
　菊谷支部長は「遺族関連の事業に活用してください」と述べ
ると、平田町長は同支部の運営に携わってきた菊谷支部長を労
いました。
　なお、鰺ヶ沢、舞戸、鳴沢、中村、赤石の５地区の支部によ
り組織された鰺ヶ沢町遺族連合会は、永年戦没者を弔い、慰霊
碑の維持に努めた活動をしてきたところですが、会員の減少と
高齢化により活動の継続が難しくなってきたことから、本年８
月末をもって解散しました。会員の皆さまの永年のご労苦に対
し、心より感謝申し上げます。

鰺ヶ沢町遺族連合会鰺ヶ沢支部から寄附金をいただきました

平田町長と菊谷支部長（左）

赤石ねぷたを引いて元気よく町内を回りました

献花する平田町長

目録を手にする工藤君（中央）
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　８月31日、JICAの海外協力隊員として９月からタイに赴任
する陶芸家の駒沢愛さんと、鰺ヶ沢町で陶芸を営む阿部文人さ
んが、日本海拠点館を会場に陶芸展「鰺ヶ沢～はじめの一歩
展」を開催しました。
　陶芸展では、鰺ヶ沢の土を使用し焼き上げた器やライトなど
の作品が数多く展示され、来場者は落ち着いた雰囲気の中、２
人との交流を楽しみながら、作品に見入っていました。
　駒沢さんは「今回の展示を通して少しでも私のことを知って
もらえたら嬉しい。タイでの赴任期間が終わった後また開催し
たい」と話していました。

日本海拠点館で陶芸展を開催

　８月22日、あじがさわジュニアバスケットボールクラブに
所属する28名の児童を対象に、プロバスケットボールチーム
青森ワッツの「出張クリニック」が行われました。
　青森ワッツの北谷稔行サポートコーチ、東海林奨選手、ホー
ル百音アレックス選手を講師として迎え、バスケットボールの
技術を学びました。出張クリニックは青森ワッツが実施してい
る活動で、選手と児童が触れ合い、競技力向上に必要な技術や
知識を身に付けてもらうことを目的としています。
　児童は選手たちから教わったドリブルやシュートの技に積極
的にチャレンジし、楽しみながら技術を磨きました。終盤には
選手対児童のミニゲームも行われ、プロのプレーを間近で体験
しました。

プロの技術を教わる　青森ワッツ「出張クリニック」開催

シュートの技術を教わるクラブメンバー

駒沢さん（左）と阿部さん（右）

※町では「防災出前講座」を実施しています。
町内会で自主防災組織を立ち上げてみません
か。講座の申込・お問合せは下記までご連絡
ください。

問総務課　危機管理班［☎82－0914］

防災
◆
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

　
　
被
災
地
へ
の
職
員
応
援
派
遣

　

町
で
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
被
災
し
た
石
川
県
志
賀
町
へ
の
人
的

支
援
（
住
家
被
害
認
定
調
査
業
務
支
援
）

と
し
て
、
令
和
６
年
５
月
12
日
か
ら
18
日

に
か
け
て
職
員
１
名
（
伊
東
直
樹 

総
務

課
総
合
調
整
室
長
）
を
青
森
県
の
派
遣
団

と
し
て
派
遣
し
、
７
月
10
日
に
庁
内
で
現

地
で
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

現
地
で
は
、
住
家
被
害
認
定
調
査
の
二

次
調
査
と
し
て
、
一
次
調
査
後
に
再
度
申

請
の
あ
っ
た
住
家
の
被
害
認
定
調
査
を
行

い
、
公
費
解
体
や
被
災
者
支
援
等
の
公
的

支
援
を
受
け
る
際
に
必
要
と
な
る
罹
災
証

明
書
の
交
付
の
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
調
査
は
他
県
等
（
愛
知
県
、
山
形
県
、

広
島
市
）
か
ら
の
派
遣
職
員
と
の
混
成
に

よ
る
３
人
一
組
の
班
編
成
で
１
日
に
２
～

３
件
程
度
の
建
物
を
調
査
し
、
一
部
地
域

で
は
間
取
り
図
が
な
い
建
物
が
多
く
、
現

地
で
図
面
を
作
成
し
な
が
ら
調
査
を
す
る

こ
と
も
あ
り
苦
労
し
た
こ
と
、
ま
た
、
未

経
験
の
住
家
被
害
認
定
調
査
業
務
で
も
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
後
方
支
援
職
員
の
協
力
で

遂
行
で
き
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
活
動
を
通
し
て
伊
東
室
長

は
、
近
年
は
災
害
が
頻
発
化
、
大
規
模
化

し
て
い
る
た
め
、
被
災
地
支
援
の
経
験
を

今
後
の
職
員
応
援
派
遣
や
、
町
が
支
援
を

受
け
る
際
の
体
制
作
り
に
役
立
て
た
い
と

語
り
ま
し
た
。

≫

職
員
派
遣
に
関
す
る
お
問
合
せ

≪

　
鰺
ヶ
沢
町
総
務
課
人
事
班　

�

　
［
☎
８
２

－

０
９
１
３
］

10

広報あじがさわ10月号　まちのわだい



◎
夏
休
み
中
の
活
動

　

７
月
20
日
か
ら
夏
休
み
に
入
り
、
夏
休
み

中
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
は
そ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
中
学
生
体
験
入
学

　

７
月
25
日
、
29
名
の
中
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
理
科
と
情
報
の
体
験
授
業
や
生
徒
会

役
員
に
よ
る
学
校
紹
介
、
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会
、

ゴ
ル
フ
部
、
野
外
活
動
部
、
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ

部
に
よ
る
部
活
動
紹
介
、
卒
業
生
に
よ
る
体

験
談
な
ど
が
行
わ
れ
、
本
校
へ
の
理
解
を
深

め
志
望
の
一
助
と
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

    

鰺
高
通
信

○
野
外
活
動
部

　

７
月
28
日
、「
ふ
か
う
ら
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
、
縁
日
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
チ
ョ
コ
バ
ナ

ナ
と
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
を
販
売
し
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
５
月
に
受
講
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
で
の
学
び
を
生

か
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
、
西
目
屋
村
岩
木
川
カ
ヌ
ー
場

で
行
わ
れ
た
「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
」
で
は
、

雨
の
後
で
増
水
し
た
激
流
を
、
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
下
り
、
大
自
然
の
偉
大
さ
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
は
ま
な
す
公
園
で
の
「
Ｓ
Ｕ

Ｐ
体
験
」
で
は
、
快
晴
の
下
、
ボ
ー
ド
の
上

に
立
っ
て
漕
げ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
何
度

も
ト
ラ
イ
し
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
熱
中
ぶ

り
で
し
た
。

～鰺ヶ沢高校行事予定～
（10月）

◦避難訓練　　　３日（木）

◦芸術鑑賞　　　４日（金） 

◦鰺高祭　　　　18日（金）～19（土)

◦振替休日　　　21日（月）

◦開校記念日　　22日（火）

問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］
ＨＰ：https://www.ajigasawa-h.asn.ed.jp/

○
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会

　

７
月
27
・
28
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｂ
Ｐ
ア

ワ
ー
ド
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会
チ
ャ
レ
ン
ジ
部

門
に
お
い
て
、
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
お
さ
か
な

ス
ー
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。
内
容
は
前
年
度
に
株
式
会
社
Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｖ
Ｅ
Ｙ
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
行
っ

た
調
理
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
ス
ー
プ
の
販
売
、

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
制
作
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
の
振
り
返
り
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
１
・
２
年

生
の
部
員
な
が
ら
、
堂
々
と
し
た
発
表
、
審

査
員
か
ら
の
質
問
へ
の
受
け
答
え
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

三
重
県
で
開
催
さ
れ
た
代
表
発
表
会
に
は

残
念
な
が
ら
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
審
査
委
員
賞
と
し
て
「
ハ
ピ
た
の

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

○
鰺
高
み
ら
い
塾

　

７
月
23
日
・
25
日
・
30
日
、
８
月
１
日
・

22
日
の
５
日
間
の
日
程
で
、
ド
ロ
ー
ン
の
フ

ラ
イ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
と
フ
ラ
イ
ト
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
に
は

３
名
の
生
徒
、
フ
ラ
イ
ト
体
験
に
は
３
名
の

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得

に
向
け
て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

学校紹介をする生徒会役員

海上で寛ぐ野外活動部員

ＳＢＰアワードオンライン発表会

指導を受ける様子
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五所川原保健所　こころの健康相談
10月10日（木）13：00～14：00　　☎0173-34-2108（要予約）

　令和５年度の鰺ヶ沢町の死亡者は214名、うち、がんによる死亡者は50名（男性32名、女性18名）
でした。部位別では、多い順に肺、大腸、胃、膵臓、肝臓がんとなっており、がん死亡全体の56％は、
がん検診の項目にあるがんで亡くなっています。
　また、がんによる死亡の20％は大腸がんによるものです。このようなことから、町では、総合健診
での大腸がん検診を無料（40歳以上）で実施しています。大腸がん検診のみでも実施可能です。実施
方法は、採便により簡単に検査できますのでこの機会に受けてみませんか。受診の流れは以下のとおり
です。

【大腸がん検診の流れ】
①大腸がん検診を申し込む（電話、ハガキ、ｗeb、ほけん福祉課③窓口）
②�大腸がん検診検査キット（青い袋に説明書、採取容器）と健診受診票配布（受診日、時間が記入され
ているが、変更可能）
③採便した日にちを記入（２日分必要だが、１日分でも可能）
④受診日に採便した検査キットと健診受診票を健（検）診会場 （山村開発センター） へ持参する

大腸がん検診検査キットの使い方

★�大腸がん検診は、集団検診 （10月は、４日（金）～８日（火）） でのみ実施可能です。申し込みがまだ
の方は、この機会の受診をお待ちしています。

毎月１日は「あじがさわ健康の日」

がん検診を受けてみませんか？

10月のテーマ「がん予防」

 10月は、がん検診受診率向上に向けた集中キャンペーン月間です！
 がん検診、忘れずに受けていますか？

　今や国民の２人に１人が“がん”になり、４人に１人が“がん”で亡くなっています。
　しかし、みなさんががん検診を受けることで、がんによる死亡を今よりも減らすことができます。
　厚生労働省では、がん検診の受診率を60％以上とすることを目標にがん検診を推進しています。

付属のスティックの先端がみぞになっているため、
みぞが埋まるくらいこすりとります

採便したスティックを付属の
容器に入れ、 名前、 採便し
た日にちを記入します
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楽しく体を動かそう　運動教室始まります！
　10月10日（木）から11月14日（木）まで、毎週木曜日に運動教室を開催します！ 運動不足の解消、生活習慣
病の予防・改善、心身のリフレッシュのために、この機会に参加してみませんか？運動初心者の方も体力に不安の
ある方も、お気軽にご参加ください！
【日　程】10月10日～11月14日まで　毎週木曜日（全６回）
【時　間】18：30～19：30（受付は18：00から）
【会　場】舞戸公民館　大ホール
【参加料】１回200円（参加料は当日受付でいただきます）
【持ち物】運動靴・飲み物・汗拭きタオル・ヨガマット（無料貸出し有）
＊参加１回につき、あじがさわ元気健康ポイントラリーのポイントがもらえます。
　楽しく身体を動かして、豪華賞品が当たる抽選に応募しましょう！

●運動教室参加者限定！からだチェック
　運動後にからだチェックを実施します。筋肉量や筋肉・脂肪バランスがわかります。
測定方法は裸足で測定機に立つだけ、測定時間は５分程度です。
【実施日】10月10日、11月14日　　　
【時　間】19：30～20：00

10月の乳幼児健診日程
健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　象 持ち物

３歳児健診 10月17日（木）
【12：20～12：40】

中央公民館
２階和室

令和３年３月・４月・５月生まれ
母子健康手帳
バスタオル

ほか

乳児健診 10月24日（木）
【13：00～13：20】

３・４か月児：令和６年６月・７月生まれ
６・７か月児：令和６年３月・４月生まれ
９・10か月児：令和５年12月・
　　　　　　　令和６年１月生まれ

母子健康手帳
バスタオル

すくすく健診 10月25日（金）
【12：50～13：00】

令和４年３月・４月・５月生まれ
母子健康手帳
バスタオル
送付される問診票� 

10月もあります～総合健診・がん検診～
　総合健診とがん検診の申込みを随時受付けています。まだ申込みをしていない方は、早めに申込書（桃色のハガ
キ）または電話でぜひお申込みください。

健（検）診種別 日　　程 場　　所

総合健診、がん検診（胃・大腸・肺） 10月４日（金）～10月８日（火）
山村開発センター

婦人検診（乳がん・子宮頸がん）　　 10月５日（土）、10月７日（月）

※健（検）診の詳しい内容は、７月上旬に各ご家庭に配布したチラシまたは町ホームページをご覧ください。
★個別健（検）診の申込みも受付中です！
★�総合健診・がん検診は、あじがさわ元気健康ポイントラリー対象事業です。ポイントを集めて豪華景品が当たる
抽選に参加しよう！

問ほけん福祉課　健康推進班［☎82－0955］

 

 事前申込み 

不要です！ 
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令和６年度以降の新型コロナウイルスワクチン接種について
　新型コロナワクチン予防接種は、令和６年４月１日以降は予防接種法上のＢ類疾病に位置付けられ、高齢者等に
実施している季節性インフルエンザ予防接種と同様の定期接種として実施します。
【定期接種の対象者】
　・接種日現在で65歳以上の方
　・�接種日現在で60歳以上65歳未満の方であって、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が

極度に制限される程度の障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不
可能な程度の障害を有する方

【定期接種の期間、回数】
　毎年10月１日から翌年３月31日までの期間に１回（医療機関によって実施期間が異なります）
【自己負担】2,000円（生活保護受給世帯の方は無料）

★接種医療機関や実施期間などの詳細については、9月26日（木）発行の毎戸配布チラシでご確認ください。

（注意）
　定期接種の対象とならない方や定期接種の期間外に接種を希望する方は、「任意接種」として全額自己負担で接
種を受けることができます。

子宮頸がん予防（HPV）ワクチンを全額自己負担で接種した方へ
　鰺ヶ沢町では、子宮頸がん予防（HPV）ワクチンの積極的な接種勧奨の差し控えにより、定期接種の期間を過ぎて
から令和４年３月31日までに全額自己負担で接種された方の接種費用の償還払いを実施しています。
　なお、償還払いの申請期限は令和７年３月31日ですので、以下の条件に該当する方はお早めの申請をお願いします。
【対象者】
※すべての項目に該当する方が対象です
　①平成９年４月２日から平成17年４月１日までに生まれた女子
　②令和４年４月１日時点で鰺ヶ沢町に住所を有すること
　③�定期接種対象年齢 （小学６年から高校１年相当） の期間に子宮頸がん予防（HPV）ワクチンを３回接種済でない
こと

　④�定期接種対象年齢 （小学６年から高校１年相当） を過ぎてから令和４年３月31日までに子宮頸がん予防（HPV）
ワクチンを全額自己負担で接種したこと

【対象のワクチン】
　組換え沈降２価HPVワクチン（サーバリックス）　または　組換え沈降４価HPVワクチン（ガーダシル）
【申請に必要な書類】
　・ヒトパピローマウイルス感染症に係る任意接種費用償還払い申請書（町ホームページからダウンロードできます）
　・接種記録が確認できる書類の写し（母子健康手帳または接種済証）
　・接種費用の支払いを証明できる書類（原本）
　・接種者の氏名、住所、生年月日が確認できる書類の写し（運転免許証、マイナンバーカードなど）
　・振込を希望する金融機関の通帳の写し
【申請期限】
　令和７年３月31日

問ほけん福祉課　健康推進班［☎82－0955］

～有料広告募集中～
「広報あじがさわ」に

広告を掲載しませんか？
★規格・掲載料一例（町内）★

１号：タテ 45㎜×ヨコ 85 ㎜ 5,090 円
２号：タテ 45㎜×ヨコ 180 ㎜ 10,190 円

※詳細は下記までご相談ください。
問総務課　総務班［☎82－0912］

--- 社会福祉法人 音 羽 会 --- 
 

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412 

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）        
☎0173-72-1122 

グループホーム うぐいすの里   ☎0173-72-1314 
 

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 

住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前         ☎0172-55-5858 

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 

（ＩＨヒータ）付 

 

ホームページ http://otowakai.or.jp/ 
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問ほけん福祉課　子ども家庭班　母子支援センター［☎82－0954］　✉boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

超高齢社会を考える学習会 人生100年時代の今、元気に生きるヒントになるような学習会を
開催します。気になる回だけの参加もOK！

10月２日（水）「フレイル予防について」 

＊�第４回は、管理栄養士　今祥子さんからフレイル予防についてお話
しいただきます。フレイルというのは「健康」と「要介護」の間の
ことです。ここから「健康」になるにはどうしたらいいのか？気軽
に始めてみようかな？と思える日常生活でのヒントが
　満載です。お気軽に参加ください。
　先日開催された「認知症になって分かったこと」は、
　18名の参加者で盛会に終わりました。
� 申・問ほけん福祉課　地域包括支援センター［☎82－0959］ 　

〈夏休みルームの様子　その②〉
★�前号に引き続き、夏休みルームでのイベントの様子です。

※�健康観察、お弁当作り、イベントの準備など保護
者の皆さんのご協力のおかげで夏休みルームを無
事に終えることができました。ALTのローレン先
生とジョナサン先生との交流もでき、子どもたち
にも良い思い出になりました。

場　　所：舞戸公民館　大ホール
時　　間：10：0０～11：30
　　　　　（※受付：９：30～）
対　　象：町民
申 込 先：地域包括支援センター
申込締切：前日まで

＊大盛況だったお店屋さんの日 ＊ローレン先生との英会話

＊５年ぶりの流しそうめん　

＊大好評♪カレーの日
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短命の町返上！めざせ、元気で笑顔の町



　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さんが健康で元気に
過ごすために必要な情報を提供し、ドクターからのアドバ
イスを紹介するコーナーです。（広報あじがさわでは不定
期で掲載しています。）

　皆様、「アイフレイル」という言葉を聞いたこ
とがありますか？2024年の７月からテレビでも
時々広告が流れているので、そこで初めて聞いた
という方もいると思います。
　フレイルとは ｢加齢に伴い身体の様々な機能が
低下することによって、健康障害に陥りやすい状
態｣ を指す概念です。健康と要介護状態との中間
の段階として位置づけられています。身体的のみ
ならず精神・心理的や社会的など多面的な問題を
抱えやすく、自立障害を招きやすい状態です。フ
レイルを予防し、要介護にならないようにするこ
とで、健康寿命を伸ばすことが重要です。厚労省
は健康寿命延伸に向けた施策の柱のひとつとして
「フレイル対策」を挙げており、2020年から「フ
レイル健診」が全国で開始されています。
　「アイフレイル」とは加齢による目の機能低下
のことを指します。もう少し詳しく説明すると、
『加齢に伴って眼が衰えてきたうえに、様々な外
的ストレスが加わることによって目の機能が低下
した状態、また、そのリスクが高い状態』が ｢ア

イフレイル｣ です。加齢とともに、眼球は構造的
にも、機能的にも様々な面で衰えてきます。その
状態に何らかのストレスが加わると視機能の障害
がでてきます。最初は無症状であることも多いの
ですが、時に見にくさや不快感として自覚するこ
ともあるでしょう。その状態を放置していると､
更に衰えが進み、見え方の低下を常に自覚するよ
うになります。更に進行し、重度な障害に陥ると、
回復は難しくなります。早期に発見できれば、適
切な予防・治療が可能となり、進行を遅らせるこ
と、症状を緩和させることが期待できます。下記
のアイフレイルチェックリストをご覧下さい。

チェックが０の人は・・・目は今のところ健康で
す。変化を感じたらまたチェックしてください。
チェックが１つの人は・・・目の健康に懸念はあ
りますが、直ちに問題があるわけではありません。
チェックが２つ以上の人は・・・アイフレイルか
もしれません。一度眼科専門医でご相談ください。

「アイフレイル」をご存じですか？

《今月のドクター》
原　　　　信　哉 先生
医療法人アンド・アイ　はら眼科

健 康健 康

万歩計

・アイフレイルチェックリスト

　また、日本眼科啓発会議で
は、いくつかの病気を自分で
チェックできるツールも公開
していますので、是非下記
QRコードからご覧下さい。
　ずっと一緒に頑張ってきた
目の健康を振り返り、これか
らも快適な見え方を維持する
ことで、目の健康寿命を延ば
しましょう。

日本眼科啓発会議　　
セルフチェックツール

https://www.eye-
frail.jp/checklist/tenken/
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10月31日（木）は　
【第３期】町県民税
【第４期】国民健康保険税、介護保険料、
　　　　　後期高齢者医療保険料
　の納期限となっています。

～納め忘れのないようお願いします～
※口座振替で納付いただいている方は、納期限までに
口座残高の確認をお願いします。　　　　　　　

室内温水プール利用時間の変更のお知らせ
曜日 第１回目 第２回目 第３回目 第４回目
水・木・
金

13：00
15：00

15：30
17：30

18：00
20：00

土・日
祝日

10：00
12：00

12：30
14：30

15：00
17：00

※�健康維持や衛生管理のため、２時間入れ
　替え制となっています。
※各開放に10分間の休憩時間があります。

鰺ヶ沢スイミングクラブ新規会員募集中！
入会をご希望の方は、プール窓口でお申込
みください。
� 問室内温水プール［☎72－5700］

困ったら １人で悩まず 行政相談
　今年度から９月から10月までの２か月は「行政相
談月間」です。
　総務省ではこの月間中に、行政相談制度及び行政相
談委員制度の認知度向上のため、行政相談活動や各種
広報活動を重点的に実施します。
　鰺ヶ沢町では、行政相談員が次のとおり行政相談所
を開設します。、町民の皆さんが毎日の暮らしの中で、
行政が行う仕事についての苦情や意見・要望などがあ
る時はお気軽にご相談ください。相談は無料、秘密は
厳守します。
行政相談委員は、世永星さんです。
行政相談日▶毎月第２火曜日
　　　　　　９：00～12：00
場所▶町役場１階　談話室１
※�行政相談員は、ボランティアで
総務大臣が委嘱しています。
� 問総務課　総務班［☎82－0912］　 　
� 総務省行政相談センターきくみみ青森
� ［☎0570－090110］

鰺ヶ沢町民文化祭を開催
　町教育委員会では、「鰺ヶ沢町民文化祭」を開催し
ます。展示、芸能部門ともにどなたも入場無料です。
　なお、詳細は10月下旬にチラシを配布予定です。
展示部門
日時▶11月２日（土）、３日（日）　９：00～16：00
会場▶中央公民館、山村開発センター
内容▶�書道、華道、俳句、短歌、絵画、写真、茶道、

盆栽植木、小学校作品
※�一般作品も公募します。 （搬入、搬出は各自でお願いします）
芸能部門
日時▶11月３日（日）９：00～15：00
会場▶山村開発センター
内容▶伝統芸能、コーラス、舞踊、ダンス等
　　　今年も地域婦人団体の踊りも披露します！
　　　�町内の園児や小・中学生も出演予定！
� 問鰺ヶ沢町文化振興連絡協議会事務局（社会教育課）
� ［☎82－0972］

秋の全国交通安全運動期間
　９月21日から９月30日までの10日間は、
秋の全国交通安全運動期間です。交通ルー
ルの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣
付け、交通事故防止に努めましょう。

秋の全国交通安全運動　運動重点
１　�反射材用品等の着用推進や安全な横断方法の実
践等による歩行者の交通事故防止

２　�夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビーム
の活用促進と飲酒運転等の根絶

３　�自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘル
メット着用と交通ルール遵守の徹底

� 問総務課　総務班［☎82－0912］

鰺ヶ沢はまなす学級第４回学習会
　「終活」について、エンディングノートを使って、
その書き方や、死を恐れないための心構えなどをお話
していただきます。
日時▶1０月７日（月）10：00～11：30（受付9：30～）
会場▶舞戸公民館　大ホール
内容▶10：00～　朝の歌
　　　10：10～　健康ミニ講座
　　　10：30～　学習会（講演）
演題▶「元気なうちの終活
　　　 ～やっておきたいこと考えておきたいこと～」
講師▶上級終活カウンセラー　村井　麻矢　氏
事前の申込みがなくても当日参加可能です。
� 問社会教育課　社会教育班［☎82－0972］

新ごみ袋「特小サイズ」を作ります！
　日頃から、ごみの分別収集（資源化）にご協力いた
だき、ありがとうございます。
　ごみ袋のサイズについて、昨年10月からの分別方
法の変更に伴いごみ出しの量に変化があり、現状の小
サイズより小さいサイズが欲しいと多くの方からご意
見が寄せられていました。
　このことから、町では新たに
小サイズより容量が５Ｌ少ない
「特小サイズ」を作成すること
としました。
　販売時期や価格については、
決まり次第お知らせいたします。
今後とも、ごみの分別収集にご
協力くださるようお願いします。

� 問総合窓口課　生活衛生班［☎82－0939］

利用状況等は
こちらから
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★今月のおすすめ本★
≪一般書≫「ツミデミック」
　著：一穂　ミチ／出版社：光文社
　第171回直木賞受賞作。
　大学を中退し、夜の街で客引きのバイ
トをしている優斗。ある日、バイト中に
話しかけてきた女は、中学時代に死んだ
はずの同級生の名を名乗った。過去の記
憶と目の前の女の話に戸惑う優斗は・・・。
　渦中の人間の有様を描き取った、心震える全６話。
≪児童書≫　「ちょっぴりながもちするそうです」
　作・絵：ヨシタケシンスケ／出版社：白泉社
　「こまめにストレッチをするとほと
ぼりがさめやすくなるそうです」「好
きな本の間に一晩はさんでおいたハン
カチは心配事をすいとってくれるそう
です」・・・。効果があるかも！？　
ヨシタケ流おまじない絵本。多忙な大
人が気分を変えたいときにもお勧めの１冊。
◎�おすすめ本は、日本海拠点館図書コーナーで借りる
ことができますので、ぜひご利用ください。
　�なお、新刊図書は好評につき、貸出中の場合があり
ます。１人２冊までの貸出制限にご理解とご協力を
お願い致します。〈予約可〉
◎�日本海拠点館では小学生以下のお子さんを対象にこ
どもブックラリーを実施しています。振るってご参
加ください。
開館時間▶９：00～17：00　
休 館 日▶月、火曜日
　　　　　（図書コーナーのみ第４木曜日も休み）
返却場所▶日本海拠点館・中央公民館・舞戸公民館
� 問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］

外来診療日のご案内

低濃度ＰＣＢ廃棄物の調査と期限内の処分をお願いします
　ＰＣＢ廃棄物は、下表の期限までに処分することが法律で義務付けられています。今一度、低濃度ＰＣＢが使用
された電気機器がないか事業所内を確認し、発見された場合は、速やかに県への届出を行うとともに、期限内に処
分するようお願いします。
　なお、期限までに処分しなかった場合、法律により処罰されることがあります。
　　　　　◆ＰＣＢ廃棄物の処分期限

種　類 処分期限

高濃度
ＰＣＢ廃棄物

変圧器・コンデンサー等 令和４年（2022年）３月31日 【終了】

安定器・小型電気機器等 令和５年（2023年）３月31日 【終了】

低濃度ＰＣＢ廃棄物 令和９年（2027年）３月31日

※通電中の電気機器などに近づくと、感電のおそれがあり大変危険です。必ず専門の業者に依頼して確認してください。
★こんな場所から発見されています。今一度ご確認を！

受付時間▶８：15～11：00［再来機７：00～］
○＝初診・再診　　▲＝再診のみ
� 令和６年９月１日現在

診 療 科 月 火 水 木 金
内　　 科 ○ ○ ○ ○ ○
外　　 科 ○ ○ ○ ○ ○
整 形 外 科 ○ ○ ○ ○ ○
歯　　 科 ○ ○ ○ ○ ○
糖尿病外来 ○ ○
小 児 科 ○ ○

眼　　 科
▲※

～10：30
○

～11：00

※月曜日は 【再診のみ】【受付時間10：30まで】

耳鼻咽喉科
○

~14：30
○

~14：30
朝治療
のみ

朝治療
のみ

○
~14：30

受付時間14：30まで　診察時間13：30から

婦 人 科 都合により休診

� 問つがる西北五広域連合　鰺ヶ沢病院
� ［☎72－3111］

� 問青森県　環境保全課［☎017－734－9584］

分電盤内の
低圧コンデンサー変圧器 電力用

コンデンサー 電気溶接機
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令和６年度鰺ヶ沢地区消防事務組合職員採用試験
１　試験職種、採用予定人員及び職務内容

試　験　職　種 採用予定人員 職　務　内　容

消防職
（高校卒業程度） 鰺ヶ沢消防署 若 干 名 鰺ヶ沢消防署に配属され、消防業務に従事

２　受験資格
　次の試験職種に掲げる受験資格を有する者が受験できます。ただし、日本国籍を有しない者及び地方公務員法第
16条に規定する欠格条項に該当する者は受験できません。
（１）�自動車運転免許の普通免許（オートマチック車限定を除く。以下同じ）を所持している者、又は採用の日ま

でに普通免許を取得できる者（ただし、令和７年３月に高等学校卒業見込みの者は、採用後１年以内に普通
免許を取得できる者）で採用後、大型免許を取得できる者

（２）�平成４年４月２日から平成19年４月１日までに生まれた者で学校教育法による高等学校卒業以上又は令和
７年３月卒業見込みの者

（３）�視力（矯正視力を含む）が両眼で 0.7 以上、かつ、一眼で 0.3 以上、赤色・青色・黄色の識別ができること
（４）その他、心身ともに健康で、消防活動に十分な体力を有すること
（５）試験職種の消防職（高校卒業程度）にあっては、採用後の令和７年中に鰺ヶ沢町又は深浦町に居住可能な者

３　試験の日時、場所及び合格発表

試験職種 区分及び試験日 場　　　所 試 験 内 容 合格発表

消防職
（高校卒業程度）

第１次試験
11月９日（土）

鰺ヶ沢地区消防事務組合
消防本部

（会場については、後日連絡します。）

・教養試験40題　120分
・消防適性検査120題　20分
・体力検査
　（腕立伏せ・上体起こし等）

11月中旬
書面で通知

第２次試験
12月上旬予定

鰺ヶ沢町役場
（職種　鰺ヶ沢消防署）

・作文
・面接

12月下旬
書面で通知

４　受験手続
（１）受験申込書請求方法
　　・受験申込書については、消防本部、鰺ヶ沢消防署、深浦消防署、岩崎分署で配布します。
　　・郵送で請求する場合は、封筒の表に「採用試験受験申込書請求」と朱書きし、消防本部に請求してください。
　　　なお、その際には140円切手を貼付した宛先明記の返信用封筒（角２号）を同封してください。

（２）受験申込書提出方法
　　・受験申込書に必要事項を記入し、必ず顔写真を貼付したものを消防本部へ提出してください。
　　・申込書とは別に写真１枚（縦４㎝×横３㎝）を添付し、提出して下さい。
　　・救急救命士免許証か救急救命士試験の合格証明書のある方は、その写しも併せて提出してください。
　　・郵送により提出する場合は、封筒の表に「採用試験申込」と朱書きし、消防本部宛に送付してください。

（３）申込受付期限
　　・受付期間は、10月21日（月）までとなります。
　　・受付時間は、平日の午前８時15分から午後５時00分までです。
　　　なお、郵送の場合は、令和６年10月21日（月）までに消防本部必着ですのでご注意ください。

５　その他
　　この試験の詳細については、下記までお問合わせください。
　※鰺ヶ沢地区消防事務組合ホームページにも掲載しております。（受験申込書がダウンロードできます）

� 問鰺ヶ沢地区消防事務組合消防本部　総務課［☎72－4527］
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■
日
本
海
拠
点
館
に
山
車
展
示

　

白
八
幡
宮
大
祭
で
運
行
さ
れ
る
山や

車ま

は
、

現
在
10
町
内
が
保
有
し
て
い
ま
す
。
山
車
は

大
祭
の
年
に
毎
回
組
み
立
て
ら
れ
る
の
で
、

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

今
年
初
の
取
組
と
し
て
、
大
祭
を
前
年
か
ら

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
二
丁
目
・
米
町
の
山
車

「
加
藤
清
正
公
」
を
日
本
海
拠
点
館
冬
の
広

場
に
常
設
展
示
し
ま
し
た
。
来
年
３
月
ま
で

の
予
定
で
、
各
町
内
10
台
の
山
車
の
大
型
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
と
と
も
に
、
い
つ
で
も
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
お
囃
子
・
踊
り
の
体
験
学
習

　

毎
年
恒
例
の
大
祭
文
化
を
学
ぶ
「
ふ
る
さ

と
学
習
」
は
、
今
年
も
町
内
の
全
て
の
小
学

日本海拠点館の山車展示は令和７年３月まで予定［休館日：月・火曜日］　問日本海拠点館［☎72－5555］

生
を
対
象
に
実
施
。
こ
れ
ま
で
は
学
校
で
の

授
業
や
現
地
見
学
が
中
心
で
し
た
が
、
今
年

は
田
中
町
町
内
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
子

ど
も
た
ち
全
員
が
、
お
囃は
や
し子
の
鉦
叩
き
と
、

男
の
子
が
「
チ
ャ
ン
チ
ャ
レ
ン
コ
」、
女
の

子
が
「
夜
神
楽
」
の
踊
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
か
ら
、
鰺
ヶ
沢
町
に
し
か
残
っ

て
い
な
い
貴
重
な
伝
統
芸
能
で
あ
る
新
町
の

「
カ
シ
禰ね

宜ぎ

」
を
学
ぶ
授
業
な
ど
、
新
た
な

取
組
も
始
め
ま
し
た
。

　
■
大
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

大
祭
１
年
前
と
な
る
８
月
16
日
に
は
、
来

年
に
向
け
て
の
気
運
を
高
め
よ
う
と
、
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
「
あ
じ
が
さ
わ
港
ま
つ
り
」
を
開

催
。
会
場
と
な
っ
た
海
の
駅
向
い
の
特
設
会

場
に
は
、
田
中
町
「
神じ
ん

功ぐ
う

皇こ
う

后ご
う

」
と
浜
町

「
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
鳴
尊
」
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
２
台
の
山
車
が
実
際
に
お
囃
子

を
奏
で
な
が
ら
会
場
内
を
め
ぐ
り
、
田
中
町

町
内
会
が
大
祭
の
伝
統
芸
能
を
披
露
。
２
年

前
の
大
雨
で
本
番
を
迎
え
ら
れ
な
か
っ
た
男

の
子
た
ち
が
「
チ
ャ
ン
チ
ャ
レ
ン
コ
」
を

堂
々
と
演
じ
き
り
、
会
場
に
集
ま
っ
た
多
く

の
人
た
ち
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
観
客
も
交
え
て
の
鉦
叩
き
体

験
や
山
車
の
運
行
体
験
、
田
中
町
と
浜
町
の

ね
ぷ
た
囃
子
も
飛
び
入
り
で
披
露
さ
れ
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
町
観
光
協
会
の
協
力

に
よ
り
、
町
内
飲
食
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

出
店
が
並
び
、
夜
に
は
鰺
ヶ
沢
く
ど
き
・
甚

句
な
ど
の
盆
踊
り
（
鰺
ヶ
沢
地
区
町
内
会
連

絡
協
議
会
主
催
）、
打
ち
上
げ
花
火
（
鰺
花

会
主
催
）
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
を
挙
げ
て

の
イ
ベ
ン
ト
に
、
多
く
の
人
々
が
詰
め
か
け
、

大
盛
況
の
う
ち
に
、
祭
り
の
雰
囲
気
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

　

い
よ
い
よ
来
年
、
コ
ロ
ナ
禍
や
大
雨
災
害

を
乗
り
越
え
、
８
年
ぶ
り
と
な
る
白
八
幡
宮

大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
保
存
会
で
は
、
今

後
も
関
係
団
体
と
連
携
し
た
取
組
を
続
け
る

予
定
で
す
。
１
年
後
、
再
び
鰺
ヶ
沢
の
夏
が

白
八
幡
宮
大
祭
の
華
や
か
さ
で
満
た
さ
れ
る

そ
の
時
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。�

　

（
町
学
芸
員　

中
田
）

拠点館で踊り体験（西海小）

子どもたちが伝統文化を体験（7・9月）

令
和
７
年
の

　

開
催
に
向
け
て

８
年
ぶ
り
の
開
催
ま
で
１
年
、
学
習
会
や
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

二丁目・米町山車の運行体験（西海小）

お囃子の鉦叩き体験（舞戸小）

２台の山車が会場内を運行

田中町のチャンチャレンコ

雅な音色を奏でる囃子方

あじがさわ港まつり（８月16日）

　
鰺
ヶ
沢
町
で
４
年
に
一
度
行
わ
れ
る
白し
ら
八
幡
宮
大
祭
は
、
京
都
祇
園
祭
の
流
れ
を
く
む

祭
り
で
、
北
前
船
が
伝
え
た
「
津
軽
の
京
祭
り
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
と
町
の
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
り
、
国
の
日
本
遺
産
「
北
前
船
寄
港
地
」
構
成
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る
、

わ
が
町
を
代
表
す
る
伝
統
行
事
で
す
。

　
大
祭
は
、
本
来
は
令
和
３
年
が
開
催
年
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
大
雨
災
害
で
２
年
連

続
中
止
と
な
り
、
次
回
は
令
和
７
年
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
白
八
幡
宮
大
祭
文
化
保

存
会
（
杉
澤
廉
晴
会
長
）
で
は
、
来
夏
、
８
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
大
祭
を
１
年
後
に
控
え
、

伝
統
文
化
継
承
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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津
軽
地
方
に
お
け
る
旧
修
験
家
の
比
較
⑩

　

よ
う
や
く
涼
し
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の

頃
、
皆
さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
て
、
５
月
か
ら
２
ヶ
月
ほ
ど
、
私
は
秋

田
県
能
代
市
に
お
り
ま
し
た
。
我
が
町
鰺
ヶ

沢
か
ら
、
車
で
２
時
間
程
度
で
し
ょ
う
か
。

方
言
や
景
色
な
ど
、
風
土
は
ほ
と
ん
ど
津
軽

と
一
緒
で
す
よ
ね
。
地
元
で
仕
事
を
し
て
い

る
よ
う
な
感
覚
で
、
と
て
も
楽
し
い
日
々
で

し
た
。

　

と
は
い
え
、
は
じ
め
て
知
る
こ
と
も
た
く

さ
ん
。
東
北
の
な
か
で
は
古
い
ネ
ギ
の
産
地

だ
っ
た
り
、
ミ
ョ
ウ
ガ
栽
培
に
関
し
て
は
、

さ
ら
に
古
い
歴
史
が
あ
っ
た
り
、
豚
ナ
ン
コ

ツ
を
揚
げ
た
Ｂ
級
グ
ル
メ
が
有
名
だ
っ
た
り
、

知
ら
れ
ざ
る
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
の
で
、
車
で
行
く
の

も
良
い
で
す
が
、
五
能
線
で
ゆ
っ
く
り
景
色

を
眺
め
な
が
ら
行
く
の
も
、
一
興
で
し
ょ
う
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
、
実
家
か
ら
能

代
ま
で
、
五
能
線
で
向
か
い
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
雨
天
だ
っ
た
も
の
の
、
日
本
海
を
見

な
が
ら
向
か
っ
た
旅
路
は
、
贅
沢
な
時
間

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
も
、
た
ま
に
は
電
車
に
乗
っ
て
、

ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
本
題
へ
。
前
号
で
は
、
工
藤
・

池
田
家
と
も
に
、
宗
教
的
系
譜
の
末
端
を
女

性
（
両
家
と
も
に
現
当
主
の
祖
母
）
が
担
っ

て
お
り
、
札
を
刷
っ
て
集
落
の
家
々
に
配
っ

て
い
た
と
い
う
共
通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

記
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
札
を
配
る
行
為
の
他
、
版
木
で
札

を
刷
る
際
の
技
術
に
も
、
共
通
性
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

工
藤
・
池
田
家
と
も
、
市
販
の
筆
や
刷
毛

を
使
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
山
で
採
っ
て
き

た
ス
ギ
の
皮
を
刷
毛
の
替
わ
り
に
使
用
し
て

札
を
刷
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
な
ぜ
、
市
販

の
モ
ノ
を
使
わ
な
か
っ
た
の
か
…
。
ス
ギ
の

皮
を
使
っ
て
刷
毛
を
作
る
と
い
う
技
術
が
、

直
接
的
に
修
験
者
の
知
識
に
起
因
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
で
す
が
、
宗
教
性
を
含
む
行

為
に
付
随
す
る
技
術
の
共
通
は
、
注
視
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
旧
修
験
家
で
あ
る
工

藤
・
池
田
両
家
は
、
家
の
有
す
る
宗
教
性
の

希
薄
化
が
進
む
と
、
私
的
な
行
為
と
し
て
、

女
性
の
宗
教
的
な
行
為
が
最
後
に
残
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
す
。
現
代
の
旧
修
験
家
に
お

け
る
宗
教
性
の
残
存
が
、
な
ぜ
同
様
の
構
造

に
な
り
得
る
の
か
は
、
さ
ら
な
る
事
例
の
蒐

集
お
よ
び
検
討
が
必
要
で
す
。
結
論
づ
け
る

に
は
、
段
階
が
早
期
で
あ
る
た
め
、
今
後
の

課
題
と
さ
せ
て
下
さ
い
。　

�

（
青
森
県
民
俗
の
会　

櫻
井
歓
太
郎
）

　野辺地町教育委員会と鰺ヶ沢町教育委員会では、北前船に
よって伝わったとされる「白

しら

八幡宮大祭」と「のへじ祇園ま
つり」の祭り文化に関する交流事業を行っています。今年度
は、令和５年のイカのカーテンまつりに野辺地町から駅前組
祭典部が出演した縁から、田中町町内会の皆さんをのへじ祇
園まつりにご招待しました。
　まつり最終日の８月25日（日）、のへじ祇園まつりに参加
する町内各祭典部の集合場所である常

じょうや

夜燈
とう

公園で、田中町町
内会10名によるお囃

はやし

子披露が行われました。初めて耳にする
鰺ヶ沢町のお囃子に、集まった観覧者から盛大な拍手が送ら
れました。その後田中町の皆さんは駅前組祭典部の山車行列
に加わり、山

や

車
ま

の曳き手や神楽というお囃子の手
て

平
びら

鉦
がね

の体験
等を行い、駅前組祭典部の皆さんと交流を深め合いました。
　津軽と南部の祭り文化交流は今後も実施予定です。来年も
両町の祭りが連携した取り組みを企画したいと思いますので、
その際は両町に足を運んでみてくださいね。

鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町「北前船寄港地」ＰＲ展　野辺地町中央公民館で開催！ 10月１日～20日まで

鰺ヶ沢町×野辺地町 祭り文化交流
田中町町内会が
のへじ祇園まつりに参加！
� 野辺地町教育委員会　山崎杏由

 

［
第
32
回
］

駅前組祭典部山車の前での田中町町内会集合写真

チャンチャレンコを堂々披露（常夜燈公園にて）
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第２回県民公開講座
「脳卒中とともに暮らす」開催

　脳卒中の予防と治療、リハビリや治
療と仕事の両立支援に関する情報を広
く周知するため、県民公開講座を開催
します。
日時▶11月３日（日）13：30～15：20
会場▶県民福祉プラザ４階 県民ホール
　　　（青森市中央三丁目20-30）
対象▶青森県民どなたでも
内容▶
講演①「脳卒中の予防と治療」
講演②「高次脳機能障害とリハビリテーション」
講演③「脳卒中の治療と仕事の両立」
参加費▶無料
参加申込▶不要
定員▶300名（定員に達した場合は入
場をお断りする可能性があります）
その他▶AED、心肺蘇生法、血管年齢
測定の体験コーナーがあります。また、
減塩食品サンプルの提供があります。
� 問青森県・弘前大学医学部付属病院
� 脳卒中・心臓病等総合支援センター
� ［☎0172－39－5459］

借金に関する相談窓口

　相談員が借金の状況等をお伺いし、
必要に応じて弁護士等に引継ぎを行い
ます。一人で悩まず、ご相談ください。
　ご相談いただいた内容は秘密厳守い
たします。
受付時間▶月～金�（祝日・年末年始除く）
　　　　　８：30～12：00
　　　　　13：00～16：30
料　　金▶無料
問東北財務局青森財務事務所　理財課
� ［☎017－774－6488］

ハローワークオンライン相談ブースを
利用してみませんか

　ハローワーク五所川原は、10月１日
より鰺ヶ沢町中央公民館にオンライン
相談ブースを開設します。
　お仕事探しのご相談、履歴書など応
募書類の作成支援、求人への紹介など
を、パソコンの画面を通じてハロー
ワーク窓口と同じように専門のスタッ
フと相談することができます。
利用可能時間▶９：00～17：00
※土・日・祝日を除く平日のみ
　ご利用には、事前に電話予約をお願
いいたします。詳しくはハローワーク
五所川原までお問い合わせください。
� 問五所川原公共職業安定所
� ［☎0173－34－3171］

中高年・シニアのための
合同企業説明会を開催

　ネクストキャリアセ
ンターあおもりでは、
45歳以上の方を対象に
合同企業説明会を開催
します。45歳以上の方
の雇用に積極的な企業
の担当者が、会社概要、
求人内容、仕事の内容を説明します。
　参加料は無料、予約不要です。
対象▶45歳以上の就職活動中の方
参加企業▶青森、八戸 各会場15社程度
日程および会場▶
［青森会場］10月23日（水）
　アウガ５階　ＡＶ多機能ホール
［八戸会場］10月25日（金）
　ユートリー１F　多目的大ホールB
時間▶いずれも13：00～16：00
　　　（受付は12：30～15：00）
※�ミニセミナー「採用につながる応募
書類のポイント」も開催します
※�当説明会は雇用保険受給資格者の求
職活動として認められます
問ネクストキャリアセンターあおもり
� ［☎017－723－6350］

住民観光意識調査への
ご協力のお願い

　当調査は、お住まい
の地域の観光に対する
考え方や思いを知るた
めのものです。
　いただいた回答は、
津軽地域の観光促進の
ための参考とさせてい
ただきます。
対象地域▶津軽圏域14市町村 
特典▶アンケートにご回答いただい
た方の中から抽選で、３か月ごとに
15名の方へ津軽圏域の特産品セット
（3,000円相当）をプレゼントいたし
ます。
※�アンケートの回答は実施期間内でお
一人様１回までとさせていただきま
す。
調査期間▶令和７年２月末まで
� 問（一社）ClanPEONY津軽
� （クランピオニーつがる）
� ［☎0172－88－6090］
� ［✉ cptsugaru@gmail.com］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内

　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハロー
ワークと鰺ヶ沢町の共同運営施設です。
お仕事の内容や応募条件の確認、面接
対策や応募書類の書き方など、皆さま
のお仕事探しのお手伝いを行っています。
　また、全国のハローワークで受付し
た求人票を見ることができ、季節求人
も含め随時更新されています。ぜひ、
お気軽にご利用ください。
利用日▶月～金曜日
　　　　（土日祝・年末年始除く)
時間▶９：30～17：00
場所▶鰺ヶ沢町中央公民館1階
� 問鰺ヶ沢町地域職業相談室
� ［☎72－3124］

生活に関するお悩みはこちらへ
あんしん相談窓口あじがさわ

　鯵ヶ沢町社会福祉協議会では、生活
していくうえで様々な課題を抱える住
民の方を支援するための相談を受付け
ています。
　また、相談ツールのひとつとして、
メール相談・LINE相
談も行っています。
　ひとりで悩まず、お
気軽に下記までご相談
ください。費用は無料、
秘密は厳守します。
メール相談用アドレス
ajisya@chic.ocn.ne.jp　　　
� 問鯵ヶ沢町社会福祉協議会
� ［☎82－1602］

許しません！不正軽油

　不正軽油の製造、販売及び使用など
は脱税行為であり、罰則として、10年
以下の懲役や３億円以下の罰金に処せ
られます。
　また、不正軽油は適正な納税秩序を
阻害するだけではなく、環境破壊の原
因にもなる悪質な行為です。
　次のような不正軽油に関する情報が
ありましたら、下記までご連絡ください。
・�夜間や早朝にタンクローリーが頻繁
に出入りしている。

・�軽油と他の油種（灯油、重油）を混
ぜて使用・販売している。

・�著しく安価な軽油を売り込みにきた。
・�自動車の燃料に灯油や重油を使用し
ている。 

　　問西北地域県民局県税部課税課
� ［☎0173－34－2111］

LINE相談は
こちらから

詳細は
こちらから

アンケート回答・
プレゼント応募は
こちらから
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労働委員会委員による労働相談会

　個々の労働者と事業主との間に生じ
た労働問題（解雇・賃金引下げ・長時
間労働・パワハラなど）について、青
森県労働委員会委員が相談に応じます。
費用無料、秘密は厳守します。
対象者▶県内の労働者・事業主
対応者▶青森県労働委員会委員
開催場所及び日時▶青森県労働委員会
（東奥日報新町ビル４階）
10月１日（火）13：30～15：30
10月27日（日）10：00～12：00
� 問青森県労働委員会事務局
� ［☎017－734－9832］

解決の糸口を見つけに行こう！
相談会

　市町村と連携して生活再建相談事業
を行っている消費者信用生活協同組合
による無料相談会です。専門スタッフ
や弁護士がお金や暮らしに関する悩み
などについて、丁寧に聴き取りし、一
緒に解決の糸口を見つけます。
日時▶10月５日（土）10：00～16：00
場所▶信用生協弘前事務所
　（弘前市城東4-5-1 ナラオカビル２F）
対象の相談▶①お金の問題、②遺産相
続、③不動産売買、④税金等公共料金
の滞納、⑤DV・離婚問題、⑥その他
暮らしに関する悩み事
相談料▶無料（事前予約必須）
� 申・問信用生協　弘前事務所
� ［☎0120－102－354］

10月１日から７日までは「公証週間」
未来への約束を、公正証書が守ります

　公証人は法務大臣から任命された法
律の専門家として、中立・公正な立場
から公証事務を担い、国民の権利保護
と私的紛争の予防の実現を使命として
います。
業務内容▶
・�公正証書で契約書を作って、大切な
財産を守ります。
・�公正証書で遺言書を作って、大切な
人に財産を譲ります。
・�公正証書で養育費の給付契約書を
作って、子供の将来を守ります。
・�任意後見契約書を作って、老後の安
心を確保します。
・�会社等を設立するための定款を認証
します。
・�私署証書に確定日付印を押捺して、
文書の存在を証明します。
　手数料は法定されていますので、安
心してご利用いただけます。公証事務
に関する相談は無料です。下記までい
つでもお気軽にご相談ください。
青森県内の公証人役場
・�青森公証人合同役場（青森市長島一
丁目３番17号阿保歯科ビル４階）
　［☎017－776－8273］
・�弘前公証役場（弘前大字駅前二丁目
２番地３弘前第一生命ビル７階）
　［☎0172－34－3084］

問青森地方法務局　総務課
［☎017－776－6238］

司法書士に聞いてみよう！
相続・登記・成年後見相談会

　（公社）成年後見センター・リーガル
サポート青森支部及び青森県司法書士
会では、下記のとおり、相続・登記・
成年後見に関する相談会を開催します。
　この相談会では、ご本人はもちろん、
ご親族や擁護者の方々の不安やご相談
にお応えします。また、遺言や相続登
記についての相談にもお応えします。
　なお、相談は無料ですが具体的な手
続きが必要になる場合には、別途費用
が掛かりますので、相談員にご確認く
ださい。
日時▶11月９日（土）10：00～15：00
相談方法▶
電話相談：017－752－0440
※電話相談専用番号です（当日のみ）
面談相談：予約制（先着３枠まで）
※�「青森県司法書士会」ホームページ
の専用予約フォームから

WEB相談：予約制（先着３枠まで）
※�「青森県司法書士会」ホームページ
の専用予約フォームから

※�専用予約フォームは９月中旬頃公開
予定です

相談員▶司法書士
　　　　問（公社）成年後見センター・
� リーガルサポート
� ［☎017－774－7156］

腰や膝に痛みがある方も、無理なく自分のペースで、気軽に運動に取り組むことができます。
お友達を誘って、ぜひご参加ください。みんなで、“楽しく健康に”なりましょう！！　 　　

申・問ほけん福祉課地域包括支援センター（☎82－0959）

◆日　程：10月９日～12月18日 隔週水曜日
　　　　　１月８日～２月26日 毎週水曜日（全14回）
◆場　所：舞戸公民館　大ホール
◆時　間：10：00～11：00（受付：９：30～）

※10月９日、２月26日のみ受付：９：00～
◆対　象：おおむね60歳以上の方
◆持ち物：�動きやすい服装・汗拭きタオル・運動靴・

飲み物　など
◆料　金：初回のみ200円
◆申込み：なるべく前日まで（当日参加も大歓迎！）

チャレンジ
するだけで
大成功！

令和６年度　いきいき元気運動教室
～リズムに合わせて認知機能・身体機能低下予防～

リズムに
合わせて

楽しみな
がら

脳も体も

動かしま
す。
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国立県営宮城障害者職業能力開発校
オープンキャンパス開催

　国立県営宮城障害者職業能力開発校
は、国立県営の障がい者を対象とする
職業能力開発校としては東北唯一の施
設です。
　この度オープンキャンパスを開催す
ることになりました。ご希望の方は下
記をご確認の上お申し込みください。
日時▶10月５日（土）
　　　午前の部：９：30～11：40
　　　※受付は９：00～
　　　午後の部：13：30～15：40
　　　※受付は13：00～
場所▶�国立県営宮城障害者職業能力開発

校（仙台市青葉区台原五丁目15-1）
対象▶�身体障がい、知的障がい、精神

障がい、難病をお持ちの方、ご
家族、関係機関の方

内容▶①概要説明
　　　②施設見学（寮の見学含む）
　　　③訓練体験
　　　④個別相談
申込方法▶電話、FAXまたはメール
　　　問国立県営宮城障害者
� 　職業能力開発校
� ［☎022－233－3124］ 　
� ［FAX022－233－3125］
� ［✉syokn@pref.miyagi.lg.jp］

「看護のお仕事移動相談」を
開催しています

　青森県ナースセン
ターでは無料職業紹
介事業として看護職
の相談員が最寄りの
ハローワークに出向
いて、看護職の皆様
のお仕事探しをサ
ポートしています。お気軽にお越し
ください。
♢弘前就労センター（ヒロロ）
開催日▶令和６年10/21 （月）、
　　　　11/18（月）、12/16（月）
　　　　令和７年1/20（月）、
　　　　２/17（月）・３/17（月）
時間▶13：00～16：00まで随時受付
♢ハローワーク五所川原
開催日▶令和６年10/23（水）、
　　　　11/27（水）、12/25（水）
　　　　令和７年１/22（水）、
　　　　２/26（水）、３/26（水）
時間▶９：00～11：30まで随時受付
　青森県ナースセンター（青森市）
では月曜日から金曜日の９：00～
16：00まで、来所・電話等で随時、
相談を受け付けています。どうぞご
利用ください。
� 問（公社）青森県看護協会
� 青森県ナースセンター
� ［☎017－723－4580］

青森県で里親になりませんか？
里親を必要としている子ども達がいます

　自分の家庭に迎え
入れ養育する「里
親」になってくれる
方を求めています。
こどもの養育中は、
生活費や教育費など
委託費が支給されます。希望者には
制度や申請手続きについて詳しく説
明しますので、ご相談ください。
　　　　　問里親支援センター弘前
� ［☎0172－31－6010］

JICA 海外協力隊春募集説明会
青森県から世界へ！

　「人生なんてきっ
かけひとつ」今のわ
たしができる、わた
しらしい国際協力を。
アジア、アフリカ、
中南米等にいる世界
中のパートナーと共にみなさんの経
験や興味を活かしませんか？募集期
間中、東北各地にて説明会を開催し
ます。詳しくは、下記ウェブサイト
（QR）または問合せ先へ！
問（公社）青年海外協力協会（JOCA）東北
� ［☎0223－36－9851］

現金買取 鉄・非鉄・農機具類 

 
株式会社 髙橋商事 五所川原営業所 
引取りもご相談ください 
つがる市柏鷺坂清見 71-16  TEL 0173-26-7576 

詳細は
こちらから

詳細は
こちらから

詳細は
こちらから

公益財団法人青森県市町村振興協会
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　　六法
　「六法全書」をご存じでしょうか。法律がたく
さん載っている分厚い本です。たくさんの法律を
まとめて「六法」と呼ぶこともありますが、文字
どおり、六つの法律という意味では、「憲法」「民
法」「商法」「民事訴訟法」「刑法」「刑事訴訟法」
のことをいいます。
　私は、弁護士になるためにこれらの法律を勉強
してきましたが、弁護士になろうとしなければ、
何が書いてあるのか全く知らないままだったと思
います。ただ、これらの六つの法律には、法律の
専門家でない人々にとっても大事なことが書いて
あるので、次号から、どのようなことが書いてあ
るのかを紹介していきます。
� 弁護士　佐

さ

々
さ

木
き

　洋
よう

輔
すけ

※�下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。

今月の戸籍の窓

交通事故発生状況（令和６年８月中）
発生件数  6件（－  4）　　死 者 数  1人（＋  1）
傷 者 数  8人（－  3）　　※カッコ内は前年との比較
《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口（令和６年８月末現在）
男 4,020人（4,025 － 5）　　女 4,562人（4,575 －13）
計 8,582人（8,600 －18）　世帯数 4,365（4,364 ＋ 1）

※カッコ内は先月との比較

（８月16日～９月15日届出分）

斉　藤　昭　雄　（83歳）　川　　　　　尻

成　田　和　子　（59歳）　本 町 二 丁 目

舘　山　て　つ　（85歳）　日　照　田　町

小　西　ハ　ナ　（89歳）　新　　　　　田

豊　沢　達　雄　（86歳）　一　　本　　杉

神　　　キ　ナ　（89歳）　浜　　　　　毛

清　野　葊　衞　（87歳）　種　　里　　町

髙　田　せ　つ　（97歳）　大　　和　　田

成　田　き　な　（99歳）　松　　　　　島

葊　船　幸　明　（75歳）　小　　　　　夜

【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038-2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９－４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内
◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）
◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９
◆業　　務
①法律相談（面談による相談。★事前予約制★）
・有料での法律相談
・�無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た

だし、刑事事件に関する相談は対象外。）
※�65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外

出ができない方など、法律事務所へ赴くこと
が困難な場合には、弁護士による出張法律相
談ができる場合があります。お気軽に法テラ
ス鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。

②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など
～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　�弁護士に相談することなのか分からない場合

でもお気軽にお電話ください！！
　お待ちしております。

佐々木弁護士

法テラス鰺ヶ沢通信 Vol.107
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イカのカーテンまつりを開催

あじがさわ港まつりを開催

　９月７日、鯵ヶ沢町商工会（野呂貞一会長）主催の「第10回鰺ヶ沢イカ
のカーテンまつり」が海の駅わんど向い特設会場で開催され、多くの来場者
で賑わいました。
　まつりでは、来場者が長さ約50ｍの荒縄に生のイカを次々と干していき、
まるでカーテンのようにイカが並びました。その後、来場者は程よく生干し
されたイカを炭火で焼き、できたてのイカ焼きを頬張っていました。
　また、町内の園児による演舞などが行われたほか、三味線演奏や空手道演
武、特別イベントとして「あどばるーん」のお笑いライブ、県内の２団体に
よるよさこい演舞などが行われ、会場を盛り上げました。

　８月16日、白八幡宮大祭文化保存会・鰺ヶ沢地区町内
会連絡協議会・鰺花会共催による「あじがさわ港まつり」
が海の駅わんど向い特設会場で開催されました。　
　港まつりでは、田中町町内会・浜町町内会による白八幡
宮大祭の山

や

車
ま

運行や芸能披露などが行われ、来場者は白八
幡宮大祭の雰囲気を味わいました。また、夕方には盆踊り
や花火の打ち上げが行われ、鰺ヶ沢の夏を盛り上げました。
（詳細は20ページ町の歴史回廊をご覧ください。）

海上打ち上げ花火お囃子の鉦叩き体験では海外の方も参加しました

みんなでイカのカーテンづくり

香ばしく焼かれたイカを味わいました

輪になって盆踊りを楽しみました

田中町町内会、浜町町内会の会場内山車運行

教わりながら
上手に干しました

イカ焼き体験をする来場者
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